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学位論文審査結果の要旨
本学位申請論文に関し、平成１６年１月２７日に第１回審査委員会を開催し、審査方針を決定すると共に、
論文の内容について検討した。さらに､平成１６年１月２９日に行われた口頭発表の後に第２回審査委員会(最
終審査）を開催し、慎重に審議した結果、下記の通り判定した。
水平外力や地盤の強制変位を受ける群抗基礎やパイルド・ラフト基礎の変形･破壊メカニズムについては、
未解明な部分が多く、またその解析手法も提案されていなかった。本論文では、まず、パイルドラフトの
模型載荷実験を行い、水平外力に対してもパイルド・ラフトは、有効な基礎形式であることを示し、また斜
杭を用いた場合にはその効果が著しいことを示し、それらの抵抗メカニズムについても詳しく検討した。さ
らに、鉛直、水平、モーメントの組合わせ外力を受ける斜杭を有するパイルド・ラフトの三次元簡易変形解
析手法を提案した。提案手法の妥当性を詳細な解析手法による結果や模型実験結果との比較・検討により検
証した。さらに、提案手法を、地盤沈下、トンネル掘削などによって地盤の強制変位が生じる場合のパイル
ド・ラフトの変形を扱えるように拡張した。提案手法により、杭載荷試験結果に及ぼす反力杭の影響を詳細
に検討し、また、実杭基礎構造物の杭荷重分担および沈下の予測に成功した。
以上のように、本論文は、`性能規定型設計、耐震設計の実現化に大きく貢献するものであり、工学的・社
会的価値が大きい。よって、本論文は、博士（工学）の学位に値するものと判定する。
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